
です。

　　  （福島県地産地消シンボルマーク）

　　  （福島県地産地消シンボルマーク）

福　島　県

１０月～１１月は

地産地消月間
地元のおいしい食材を味わいましょう！

地元のいい木材で家を造りましょう！

地元の観光に親しみましょう！

地元の商店で買い物を楽しみましょう！

そして、みんなの力で地域を豊かにしていきましょう！

福島県は、「地産地消」によって

地域経済循環を活性化する取組みを進めています。



地元のおいしい食材を味わいましょう！ 地元のいい木材で家を造りましょう！

地元の観光に親しみましょう！ 地元の商店で買い物を楽しみましょう！

そして、みんなの力で地域を豊かにしていきましょう！

お問合せ先
詳しくは、県庁企画調整部総務企画グループ（電話 024-521-7108）又は農林水産部流通消費グルー
プ（電話 024-521-7371）までお問い合わせください。
なお、最寄りの各地方振興局地域づくり・商工労政グループ、各農林事務所地域農林企画室、各市

町村地産地消担当係でもお問合せに応じています。

お気軽にお問合せください。

●１０～１１月は地産地消月間です！

「地産地消」は、豊かな自然や風土、先人が培った歴史や文化に育まれた農産物など地域の資源

を地域みんなで賞味し、守り、育て、地域の活性化のために利活用していく取組みです。

１０～１１月は実りの秋。安全で安心、おいしい食材がたくさん収穫されます。県内各地におい

て収穫祭や物産展等の様々なイベントが実施される予定です。

この機会に実り豊かなふくしまを実感してみませんか。

福島県には、果物や野菜などをはじめ、自

然豊かな大地で育ったたくさんの農林水産物

があります。また、各地域では地元の農林水

産物を使った様々な加工食品もつくられてい

ます。

このような地元のおいしい食材を、その地

元で味わうのが「地産地消」の醍醐味です。

また、地元の農林水産物などの資源を使っ

て新しい食材や商品を考えてみることは、地

元の魅力を高める効果があります。

地元の木材や石材等の様々な材料を利用し

て、地元の大工さんがつくる家に住むことも

「地産地消」の一つの取組みです。

地元の材料をつかった家造りは、やがて地

元の材料をつかった町並みの形成、ひいては

その地域固有の文化を生み出していくことに

つながります。

古来、文明はその土地の材料でつくられて

きました。

福島県には、山や海、湖や川など美しい自

然があります。また、地域の歴史や風土から

生まれた名所や旧跡などもたくさんありま

す。このような地域の豊かな観光地に出かけ

て触れてみることも「地産地消」の一つです。

さらに、新しい観光資源を発掘し、育てて

いくことは、地域の特性を生かした新たな地

域づくり、地域間の交流につながっていきま

す。

地元の商店で、地元の農林水産物をはじめ

特産品や工芸品などを買うことは、地域の中

で物や人が交流することにつながります。

地元の商店街は、地域のコミュニティや伝

統・文化を支える「まちの顔」でもあり、商

店街が発展することにより、地域社会の活性

化に結びついていきます。

福島県を住みよい地域にしていくためには、何よりもそこに住む県民のみなさん

が福島県を愛する心、“郷土愛”が大切です。

地域を愛し、地域の資源を理解することにより、そこに住んでいるからこそ得ら

れる豊かさを再確認することができます。そして、その資源をさらに活用すること

で新たな豊かさ（価値）を生み出します。豊かさを地域のみんなで分かち合うとと

もに、他地域の人へも分かち合うことによって地域社会は元気になっていきます。

（このことを「地域経済循環の活性化」と呼んでいます。）


